
［定員］ 50施設（先着順）

講師 水流 聡子 氏
（東京大学 総括プロジェクト機構 「Quality とHealthを基盤におくサービスエクセレンス社会システム工学」総括寄付講座 特任教授）

到達目標
「自院の病棟・外来における検査業務の課題を明確し、課題に対する改善実施計画を立てる」
※ プログラム詳細は、裏面詳細

［費用］ 1施設つき、16,500円（税込）

QRコード、または教育研修事業ホームページ（https://jq-edu.jcqhc.or.jp/）

から代表者の方（医療クオリティ マネジャー）がお申し込みください。

［申込］

Medical Quality manager

採血検査業務プロセスの可視化と改善策を考える
（病棟・外来編）

2022年度 医療クオリティ マネジャー継続研修
オンライン
開催

［対象］ 病棟・外来における採血検査業務プロセスの構築に関わる方々
・医療クオリティマネジャーを含む2名～最大4名の施設単位でご参加ください。
・医療クオリティマネジャー1名でご参加をご希望の場合には、事前にご相談ください。

当研修のグループワークに必要な環境を用意できること
※ 詳細は、裏面参照

・講義と参加施設ごとのグループワーク

※ 一緒に参加なさる方の情報（お名前等）は、お申込み時に併せてご入力をお願いいたします。

本研修では、検査業務プロセスを題材に、院内に存在する多様な業務プロセスを可視化・分析する実践的な手法、
ならびに患者・病院にとって最適な業務プロセスを構築するための視点や考え方のヒントを学びます。

［形式］ オンラインセミナー（Zoomミーティング）

［日時］ 2023年2月10日（金） 10：00～17：00

［参加要件］

申込期間：2022年12月9日（金）14：00～ 2023年1月27日（金）23：59

お問い合わせ （公財）日本医療機能評価機構 教育研修事業部 木村・岡本

Tel 03-5217-2373（直通） Mail：kenshu@jcqhc.or.jp

［その他］ 本研修は、医療クオリティ マネジャー認定更新条件（必修科目）の4単位に該当します。



参加要件

会議室等

【Web環境】

□ 長時間インターネットに接続できる環境がある

□ マイク・カメラが使用できるパソコンを1台用意できる（外付可）
※スマートフォン、タブレットでの参加不可

□ Zoomアプリをパソコンにインストールできる
※Zoomのインストール方法は、申し込みページを参照ください。

【グループワーク環境】

□ ＰＣを設置した状態でグループワーク可能なスペースを
確保できる （右記「受講イメージ」参照）

□ グループワークに必要な備品（模造紙あるいは大きめの用紙、
ポストイット、マジックペン) を準備できる

【その他】

□ 適宜検査業務の手順書等を準備の上でご参加ください。

□ 当日、参加者の出欠をとります。

プログラム詳細

受講イメージ

※プログラムについて予告なく変更する場合がございます。予めご了承ください。

※パソコンのカメラに参加メンバー全員の顔が
映るようにセッテイングしてください

QM

参加者A参加者B

参加者C

時間配分 項目

10:00 10:10 10 開会・オリエンテーション

10:10 10:30 20 導入講義

10:30 12:00 90
GW①

検査プロセスの可視化（病棟・外来）

12:00 13:00 60 昼休憩

13:00 13:10 10 GW②の説明

13:10 14:10 60
GW②

可視化したプロセスの課題抽出と
再優先課題の改善案立案

14:10 14:20 10 休憩

14:20 15:50 90 全体発表

15:50 16:00 10 休憩

16:00 16:20 20 昨年度の受講施設＆講師からの話題提供

16:20 16:50 30 質疑応答

16:50 16:55 5 総括

16:55 17:00 5 事務連絡・閉会


